
栃木県減災対策協議会

令和６(2024)年度の取組状況
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○河川の流下能力を確保するため、環境に配慮した堆積土除去工事を実施

１）ハード対策の主な取組

○具体的な取組
再度災害防止対策（改良復旧・堆積土除去等）
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■洪水を河川内で安全に流す対策

【具体事例】

栃木県

工事前

工事後

○一級河川 赤見川（佐野市）



○減災対策として、粘り強い堤防の整備（腹付・巻堤）を実施

１）ハード対策の主な取組

○具体的な取組
堤防強化（堤防天端の保護、巻堤、堤防腹付等）
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■危機管理型ハード対策

【具体事例】

工事前

○一級河川 田川（日光市）

工事後

巻堤の実施

栃木県



１）ハード対策の主な取組（ソフト対策にも該当）

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

○具体的な取組
雨量・水位等の観測データ及び洪水時の状況を把握・伝達するための基盤の整備
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【具体事例】 ○「線状降水帯による大雨の呼びかけを府県単位」で提供

線状降水帯による大雨の半日程
度前からの呼びかけについて、
対象地域を地方単位から府県単
位に絞り込んでの運用を開始

改善前 改善後

関東甲信地方
栃木県

呼びかけ対象地域のイメージ

茨城県

対象地域を絞り込んで発表

大雨に関する関東甲信地方気象情報 第〇号
○ ○ ○ ○○ ○○ 気象庁

＜見出し＞
茨城県、栃木県では、 ○日夜には、線状降水帯が発

生して大雨災害発生の危険度が急激に高まる可能性
があります。

＜本文＞
…（中略）…

地方気象情報例

宇都宮地方気象台



松田川ダム

板倉第２水位警報局
（足利市板倉町）

１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

○具体的な取組
雨量・水位等の観測データ及び洪水時の状況を把握・伝達するための基盤の整備

栃木県

【具体事例】 ○ダムの放流警報設備の新設

①⇒ダム下流河川の住民等に対し、放流に関する情報をより確実に伝えるため、放
流警報設備2基を追加した。

4

松田川ダム
松田第１水位警報局
（足利市松田町）

松田川ダム

：放流警報設備設置済箇所
：放流警報設備新設箇所
：放流警報設備設置予定箇所

板倉第２水位警報局

松田第１水位警報局

施工後 施工後

工事前 工事前



１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

【具体事例】

・令和元年度より、防災ラジオの有償配布のほか、市内に住所を有する８０歳以上の
方のみで構成する世帯などに対し、申請により無償貸与を実施している。昨今の災
害の頻発化から普及促進のため、令和５年度より価格をより安価にした。

有償配布 ※令和５年度より価格改定

・市内に住所を有する方、事業所等がある方
５，０００円（１台） ⇒ ２，０００円（１台）

・市内に住所を有する７５歳以上の方のみで構成される世帯
２，０００円（１台） ⇒ １，０００円（１台）

無償配布
・市内に住所を有する８０歳以上の方のみで
構成される世帯
・視覚障がい者１・２級の方
・自治会長
・自主防災組織代表者
・民生委員

など

下野市

〇具体的な取組
防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備

〇防災ラジオの配布
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２）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

○具体的な取組
防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備
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【具体事例】

茂木町

・令和６年度に本町のケーブルテレビ光ケーブル設備を活用した「防災情報伝達
システム」整備をし、各家庭への防災ラジオの配布が完了予定

・令和７年度から各家庭の防災ラジオに防災情報等の伝達を開始する。

○防災情報伝達システム（ＦＭ告知放送）構築事業

ゆずもメール登録者

電話登録
放送装置

茂木町防災ラジオ



１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

【具体事例】 〇防災行政無線の屋外スピーカーを補完するシステムの導入（令和２年度）

・戸別受信機の貸与（今後も継続）
・スマートフォンアプリ、防災メールへの情報配信

○具体的な取組
防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備

7

塩谷町



１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

○具体的な取組
防災行政無線の改良、防災ラジオの配布等の整備

高根沢町

【具体事例】

・屋外拡声子局での防災無線の放送に加えて、避難行動要支援者に対して戸別受信機を無償貸与
・避難に時間がかかる方へ情報提供を迅速に行い、避難行動を促進

○避難所間の情報ネットワークを利用した訓練
○戸別受信機の無償貸与等により避難行動の促進

・令和３年３月に整備した町役場と町内16カ所ある指定避難所で情報ネットワーク
を利用できるようになった。

■無償貸与の戸別受信機
（ラジオ付き）
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来年度以降に実施予定の取組内容

○屋外拡声子局での防災無線の放送の内容を、町の防災メールでお知らせすることで、
防災無線の内容をより多くの方にお知らせしたいと考えている。



１）ハード対策の主な取組

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備

○具体的な取組
水防活動を支援するための水防資機材の配備及び適切な管理

栃木県

【具体事例】
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○出水期前に関係自治体、消防等と連携し、土木事務所が管理する水防
倉庫の点検（資機材の備蓄状況確認）を実施

■烏山土木の点検状況（5/28）

■矢板土木の点検状況（5/17）■日光土木の点検状況（5/16）

■大田原土木の点検状況（6/3）

■真岡土木の点検状況（5/28）

■安足土木の点検状況（5/31）



１）ハード対策の主な取組

■河川への雨水流出抑制対策 益子町

〇具体的な取組
田んぼダムの普及・促進

【取組事例】

・田んぼの落水口に小さな穴をあけたせき板などの調整装置を設置し、
水田に降った雨水を時間をかけて排水
・水路や河川の水位の上昇を抑えて洪水被害を軽減
・取組を実施する地域（住宅、農道、排水路等）の浸水被害を軽減
・関係者（農家等）の協力を得ながら、広く周知し、普及・促進を図る。

○地域の浸水被害を軽減するための取組
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２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図等の作成や氾濫シミュレーションの公表

○洪水浸水想定区域図の作成・公表
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【具体事例】

【概要】
・令和３年７月の水防法改正に伴い、沿川に防護対象がある河川の全てで、令和７年
度までに洪水浸水想定区域図を作成し、告示・公表することとされた。
・県全体では235河川（266区間）を洪水浸水想定区域図の作成対象河川として設定

【告示・公表の状況】
・令和６年度まで ：234河川263区間
・令和７年度予定 ：221河川223区間（鬼怒川、男鹿川は告示済、新規１河川は南摩川）

令和６年４月２６日告示 那須塩原市 熊川

那珂川水系熊川 洪水浸水想定区域図
(想定最大規模)

那珂川水系棒川 洪水浸水想定区域図
(想定最大規模)

令和７年３月２８日告示 那須町 棒川

栃木県



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域等を考慮したハザードマップの作成・周知

○宇都宮市防災ハザードマップの作成
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【具体事例】

宇都宮市

「洪水」・「内水」・「土砂災害」・「ため池」の各種ハザード情報や，避難行動や事前の備
えなどの防災情報を統合した「宇都宮市防災ハザードマップ」（紙面版）を作成し，市内
全戸・全事業所に配布した。

また，スマートフォン等により，各種ハザード情報が確認でき，最寄りの避難場所まで
のルート案内が可能なWEB版ハザードマップを構築した。

冊子版 ＷＥＢ版

＜役割＞
日頃から自宅周辺の災害
リスクを確認し，いざという
時に慌てず避難行動がとれ
るよう，「マイ・タイムライン」
の作成など事前の備えに
活用

＜役割＞
平時の利用はもとより，
災害時に外出先の市民や
観光客等がスマートフォンな
どから現在地の災害リスク
を確認し，迅速な避難行動
を促す。

来年度以降に実施予定の取組内容

〇市全域に大きな影響を与える情報の追加・変更等が生じない限り，概ね５年に１度の改訂を行う。



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

○具体的な取組
洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域等を考慮したハザードマップの作成・周知

○様々な機会を捉えた周知・啓発の実施
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【具体事例】

宇都宮市

激甚化・頻発化する豪雨災害に対し，市民が水害リスクに関する知識を深め，事前
の備えや災害時においても適切な避難行動が取れるよう，オープンハウスの開催や地
区別説明会，市内図書館と連携した企画展を開催するなど様々な機会を捉えた周知・
啓発を実施し，市民の防災意識の更なる醸成に努めた。

商業施設におけるオープンハウス 防災に関する企画展地区別説明会

来年度以降に実施予定の取組内容

〇令和７年度も引き続き，様々な機会を捉えた周知・啓発を実施

2024年 7月 ～ 9月 総合治水・雨水対策に関するオープンハウス
（市役所本庁舎，商業施設３箇所）

2024年10月 ～ ハザードマップの使い方等に関する地区別説明会
2024年12月 ～ 防災に関する企画展（市立図書館５箇所）



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

・令和３年８月に改訂した下野市洪水ハザードマップの窓口における配布のほか、
ホームページでの公開、出前講座等を実施し、普及啓発活動を実施している。

（R6実績：17件 486名を対象に講話を実施）

【具体事例】

下野市

〇具体的な取組
洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域等を考慮したハザードマップの作成・周知

〇ハザードマップの普及啓発を実施
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石橋公民館での防災講話
開催日：6月12日（水） 13：00～ 石橋公民館にて
参加者：30名



■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

【具体事例】

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

○具体的な取組
洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域等を考慮したハザードマップの作成・周知
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〇防災ハザードマップの作成（令和２年度）、配布（役場、道の駅等）
・鬼怒川浸水想定区域図
・荒川（県管理河川）の上流部のダム放流時の浸水想定図
・土砂災害警戒区域 等掲載）

〇女性団体連絡協議会の集まりの際に、町の防災態勢を含めハザードマップの
解説の場を設けた。

〇令和７年度にハザードマップの更新を行い、住民への周知を行う。

塩谷町



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災情報の発信及び情報伝達方法の確立

○具体的な取組
水位計やライブカメラの情報をリアルタイムで提供

鹿沼市

【具体事例】 〇「鹿沼市防災情報アプリ」による情報発信

・防災情報アプリの「リンク集」から川の水位等が確認可能

・災害時の迅速な各種情報収集を支援

鹿沼市防災情報アプリ_リンク集 「川の水位情報」サイトへのリンク 16



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災情報の発信及び情報伝達方法の確立

○具体的な取組
対象地区全住民への確実な情報伝達方法の確立（自治体未加入世帯、高齢者、外国人等）

小山市

【具体事例】 〇LINE拡張機能を用いたPush型災害情報の発信

17

気象警報の発表や避難所の開設情報など、災害時に必要とされる情報を広く迅速に周知すること
を目的に、令和７年１月末に運用を開始した。

幅広い世代で利用率の高いLINE(アプリ)を用いたPush型の情報発信手段の整備により、従来の
SNSより多くの市民に災害情報が届くことを期待している。また、既存の小山市安全安心情報メール
に自動連係しており、配信手段も簡略化している。市公式LINEに、防災情報発信の核となる小山市
防災ポータルサイトへのリンクを常時配置し、詳細な災害情報はポータルサイトに誘導する。

＜特徴＞

・専用の防災アプリを開発した場合と比べ、導入時か
ら一定の利用者が確保でき、費用も圧縮できる。

・市広報部門との連携により平時からも防災情報のリ
ンク先の提供が可能

小山市防災ポータル画面

小山市にて大雨・洪
水警報が発表…

平時から、一目でわかるアイコンをメニュー
に表示し、簡単にアクセスできるようリンク
先を提供

LINE画面イメージ



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難計画の作成・促進等

○具体的な取組
避難情報の判断（・伝達マニュアルの見直し）

防災トップセミナーの実施

栃木県

【具体事例】

□災害時に市町長等がリーダーシップを発揮し、的確な対応がとれるよう知識の習得を目的とする
もの。市町長対象と副市町長対象とを交互に開催しており、令和６年度は市町長を対象に開催

■実施時期 令和６年10月24日（木）

■参加者 県内市町長等 15名

■内容 「大規模災害における地方自治体
トップの対応心得10ヵ条」

■実施主体 栃木県

18



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難計画の作成・促進等

○具体的な取組
避難情報の判断（・伝達マニュアルの見直し）

避難所運営に関する研修会の実施

栃木県

【具体事例】

□避難所の開設・運営のための平時からの準備や災害時の対応等に関して、事例紹介やワ
ークショップを交え、より現実に即した理解を深めることを目的として研修会を開催した。

■実施時期
令和６年７月25日（木）

■対象者
市町職員 30名

■実施内容
・避難所の実情とその課題についての座学研修
・実際の避難所運営時の諸課題について
実践的に学ぶワークショップ

■講師
（一社）減災・復興支援機構

ワークショップの様子

19



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難計画の作成・促進等

○具体的な取組
避難情報の判断（・伝達マニュアルの見直し）

グループワークでの意見交換の様子

避難指示等に関する研修会の実施

栃木県

【具体事例】

□災害時の市町の初動対応のあり方や避難指示等の発令に関して、事例紹介やグループワ
ークを交え、より現実に即した理解を深めることを目的として研修会を開催した。

■実施時期
令和６年６月25日（火）

■対象者
市町職員 24名

■実施内容
・適切な避難指示等についての座学研修
・過去の事例分析
・風水害時の対応シミュレーション等についての
グループワーク

■講師
（株）防災＆情報研究所

20



○市町長へダム放流情報に基づく避難情報等の発令判断を支援するため、
ダムの事象や情報提供等について説明

○具体的な取組
避難情報等の判断・伝達マニュアルの見直し

・さくら市長 ：令和６年５月13日
・塩谷町長 ：令和６年５月14日
・日光市長 ：令和６年５月16日
・那須塩原市長：令和６年５月21日
・大田原市長 ：令和６年５月23日
※ 足利市は防災関係部職員へ説明

塩谷町長 説明状況

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

【具体事例】

21

【関係市町】

■避難計画の作成・促進等

日光市長 説明状況

栃木県



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難計画の作成・促進等

【具体事例】

○具体的な取組
マイ・タイムラインや防災マップ等の避難の実効性を高める取組の実施

小山市

○小学校にてマイタイムライン作成講座を実施

22

令和６年度から、出前講座のメニューとして「マイタイムラインをつくろう」を追加した。
各児童の自宅の場所に応じたマイタイムラインの作成を通して、水防災への意識を高め、自分や

家族の命を守ることの大切さを学んでもらうことを目的に、浸水想定区域内の小学校の児童を対象
にマイタイムライン作成講座を実施した。

【期日】令和６年９月２５日（水）

【会場】小山市立小山第一小学校

【参加者】６年生の児童 ５８名

【活動内容】 講師：小山市役所総務部危機管理課職員

前面スライドにて水害の危険性を把握 ↓ CCTV画像にて増水の様子を視覚的に説明 ↓



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難情報の発令に着目したタイムラインの作成

○具体的な取組
タイムラインの作成及び実践的な訓練の検討・実施

23

野木町

【具体事例】 ○第４回野木町全町避難訓練の実施

・水害を想定する災害とし、町が発表する避難情報をもとに全町民が実際に指定避難所へ避難
し、自身の避難行動について確認する訓練

・指定避難所における避難の受け入れや備蓄品等の展示を通じ、町民が避難ルートの確認や
避難所における生活方法等を確認することにより、防災意識の高揚を図った。

１．開催日時：令和６年１０月６日（日）午前８時３０分から
２．訓練参加者：町内住民、自主防災組織、自治会、民生委員、消防団、警察、建設業協同組合、町工場協会、

町商工会、社会福祉協議会、災害ボランティア、災害協定締結市町等 計１，５００名
３．主な訓練内容
➀ 災害情報に基づく避難行動確認訓練及び避難所運営訓練
➁ 災害時要配慮者に対する支援訓練
③ 災害協定締結自治体及び関係機関との情報連携訓練 等

自主防災組織・自治会及び町職員による避難者の受け入れ 指定避難所内における備蓄品の展示及び体験 建設業組合によるライフライン復旧訓練



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難情報の発令に着目したタイムラインの作成

24

【具体事例】

宇都宮地方気象台

○具体的な取組
タイムラインの作成及び実践的な訓練の検討・実施

〇気象防災ワークショップの実施

□宇都宮地方気象台において、気象防災ワークショップ（土砂災害編）をオンライン形式
で実施。気象庁等が発表する気象情報を理解し、的確なタイミングで防災体制の強化
や避難情報の判断・伝達を実施できるよう演習し、防災力対応向上を目指す。

開催日時：令和6年12月19日（午後）
開催場所：宇都宮地方気象台
参加者：

【グループワーク】栃木県内各市町防災担当職員（17名）
【スタッフ】 宇都宮地方気象台職員（8名）

・担当1年目で避難指示の発令タイミング等が分からない中、気象
防災ワークショップで学ぶことができとても良かった。
・他市町での災害の際の対応について、情報共有ができ参加して
良かった。
・他市町の防災職員と議論でき、同様の悩みを持っていることが把
握でき、有意義な気象防災ワークショップであった。

参加者の感想

気象防災ワークショップの模様



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難情報の発令に着目したタイムラインの作成

【具体事例】

栃木県

○具体的な取組
タイムラインの作成及び実践的な訓練の検討・実施

〇タイムラインの更新

○県土整備部タイムライン
・平成27年関東・東北豪雨を参考に平成
29年10月に策定
・「いつ」「誰が」「何をするか」に着目し、県
土防災センターにおける各班の行動を横
断的に記載
・危機管理対応の流れの「見える化」を図
り、職員が災害対応の全体像を把握でき
る。

県土整備部タイムライン

○令和６年度の主な改善点
・災害対応の全体像を把握できるように、
「上下水道グループ」「都市整備グルー

プ」を追加

25



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

26

○具体的な取組
水防災に関する説明会の開催

【具体事例】

上三川町

水防災に関する説明会、マイ・タイムライン作成講座、石田地区自治会自主防災連合会と
協力しジョイフル本田宇都宮店にて防災にまつわるクイズや新聞紙を使用したスリッパづ

くり、ビニール袋を使ったポンチョづくりの防災イベント、自主防災組織設立説明会を実施

○各種団体や地域住民に対し、風水害対策に関する説明会を実施

・自治会や小学校など普段から水防災に関する知識を身に付ける
ために来年度も実施する。

・自主防災組織内で活動内容を共有するために顔の見える関係を
創る。

来年度以降に実施予定の取組内容



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

27

○具体的な取組
水防災に関する説明会の開催

【具体事例】

宇都宮地方気象台

□台風の接近等に伴う影響や防災上の留意事項等について、台風説明会を対面とオンライン
形式で開催（令和5年度出水期より宇都宮地方気象台と関東地方整備局との共同開催）
栃木県関係部局と各市町関係機関等に注意、警戒を呼びかけを行い解説資料を提供

○台風説明会を実施

令和6年度台風説明会開催状況
・令和6年8月15日 台風第7号
・令和6年8月30日 台風第10号

台風説明会の模様
（場所：宇都宮地方気象台）

台風説明会解説資料一部抜粋



28

○小学校防災出前講座及び避難所体験の実施

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施（教員へのサポートも含む）

【具体事例】

開催日 令和６年９月２７日
参加者 けやき小学校６年生（約５０名）

内容 市職員による講義（市の災害、危機管理課の活動、ハザードマップ）
避難所資機材等について（段ボールベッド、簡易トイレ、非常食など）
避難所資機材等を組み立て体験

【市職員による講義】 【避難所資機材の組み立て体験】【非常食作り】

足利市



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施（教員へのサポートを含む）

【具体事例】

小山市

29

○小学生を対象とした防災教育の実施

・講話や体験活動を通して、子どもたちの防災への意識を高め、自分の命を守るとともに助け合い協力して活動する
ことの大切さを学んでもらうことを目的に、過去に水害を受けた経験のある地域の小学校を会場に防災体験学習を
実施した。

非常食体験防災学習避難所開設体験

【期日】令和６年１１月９日（土） 【会場】小山市立羽川西小学校 【参加者】４～６年の希望する児童及び保護者２３名

（１）防災講話「災害から命を守るために ～災害時の対応と災害への備え～」
（２）避難所開設体験 ★パーティション設置体験 ★簡易トイレ設置体験
（３）防災体験学習 ★防災カードゲーム
（４）非常食体験 ★非常食の実食体験

令和６年度 防災体験学習



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施（教員へのサポートを含む）

【具体事例】

小山市

30

○教職員を対象とした研修会の実施

・防災に関する演習や講話を通して、教職員の防災意識を高めるとともに、各校の防災教育の改善・充実を図るこ
とを目的に平成２４年度より開催している。

令和６年度 防災教育セミナー

講師による講話 意見交換のようす

（１）講話 「今学校に求められる防災教育」
講師に常葉大学名誉教授重川先生をお迎えし、学校における継続的な防災教育の重要性や命を守る
ための避難の在り方等についてご講話いただいた。

（２）参加者による意見交換「各校の防災教育の取組について」
講話の内容や事務局より提示した家庭、地域、関係機関との連携・協働に関する視点をもとに、参加者
が自校の避難訓練の在り方や、各校の取組等の検証を行い、中学校区ごとに意見交換を行った。

【期日】令和６年１２月６日（金） 【会場】 小山市役所本庁舎６階会議室 【参加者】３５名

【内容】

講師資料より



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施（教員へのサポートを含む）

【具体事例】

小山市

31

○教職員を対象とした研修会の実施

令和６年度 防災リーダー講習会

・教職員の防災に関する理解や対応能力、防災教育に関する指導力等、専門的な知識や資質の向上を図るとと
もに、各校の災害安全に関わる取組の改善・充実に生かすことを目的に平成２５年度より開催している。本年度
は座学と実技を組合せ、防災に関する講話と災害図上訓練DIGを実施した。

【期日】令和６年８月９日（金） 【会場】 桑市民交流センター 【参加者】３５名
【内容】 （１）講義 「防災に関する講話」 （２）実技「災害図上訓練DIG」

講師：小山市総務部危機管理課 講師：栃木県防災士会



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
中学生全校生徒を対象とした防災教育の実施

矢板市

【具体事例】

■実施内容

1.防災学習（マイタイムライン）

2.避難所設営

3.消防団活動の説明、体験

〇中学校における全校生徒を対象とした防災教育を実施

・中学校の授業の一環として矢板市と矢板市消防団が合同で防災教育を実施

32



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施（教員へのサポートも含む）

さくら市

【具体事例】 〇中学生を対象とした防災教育の実施

33

・「総合的な学習の時間」にて、ハザードマップ等の説明を実施

・日時：令和６年９月17日
・場所：喜連川中学校
・対象：中学３年生（約30名）

来年度以降も継続して実施する。



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施（教員へのサポートも含む）

さくら市

【具体事例】 〇小学生を対象とした防災教育の実施

34

・小学校における防災教室（学校安全総合支援事業）を実施
・主催：教育委員会学校教育課、喜連川小学校

②消防団のよる消防団の紹介、
避難所用パーテーション、簡易トイレ体験
・日時：令和６年11月９日
・場所：喜連川小学校
・対象：３～６年生（約15名）

①地震体験、浸水想定電柱の確認
止水板体験

・日時：令和６年10月1日
・場所：喜連川小学校
・対象：６年生（約70名）



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○市内小学校での防災に関する授業、体験、講話を実施【具体事例】

下野市
〇具体的な取組

小中学生を対象とした防災教育の実施（教職員へのサポートも含む）

35

1. 実施日：令和６年５月２９日（水） 下野市立国分寺東小学校の４年生４１名を対象に防災講話とマイタイムライン
の作成と段ボールベッドの使用体験なども行った。

2.実施日：令和６年９月２６日（木） 下野市立細細谷小学校の４年生１２名を対象に防災講話と段ボールベッドの組立
体験してもらった。

5.実施日：令和６年１０月１２日（土）～１３日（日） 祇園小学校で避難所になっている体育館を利用して「親子避難所宿

泊体験」を実施し、避難所での生活を体験してもらった。防災講話や非常食の喫食体験のほか、消防署や消防団の協
力で煙道体験・放水体験なども行った。

4.実施日：令和６年１０月７日（木） 下野市立古山小学校の４年生８０名を対象に防災講話と段ボールベッドの使用体験
なども行った。

3.実施日：令和６年１０月２日（水） 下野市立石橋中学校の３年生３０名を対象に防災講話と段ボールベッドの使用体
験なども行った。



〇小学生を対象とした防災教育の実施

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

【具体事例】

上三川町

36

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施（教員へのサポートを含む）

来年度以降に実施予定の取組内容

自主防災組織にも準備の段階から参加していた
だき、自主防災組織活動の活性化を図る。

災害が発生し避難所に避難した際の一連の流れを体験することによって、
災害に対する意識の向上を目指す。また、避難所開設から撤去に至るまで、
実際の避難所担当職員が作業することにより避難所対応の経験を高める。



○小中学校を対象とした防災教育の実施

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施（教員へのサポートを含む）

■防災教育や防災知識の普及

【具体事例】

壬生町

なまずの学校 新聞紙スリッパ作り

町内の防災士が中心となり、なまずの学校や避難物品の
説明などを実施。本年度は３つの小学校で実施

37



○逃げ遅れゼロに向けた防災教育
○町立小中学校の児童生徒を対象に

「マイ・タイムライン作成講座」を開催

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

【具体事例】

高根沢町

38

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施（教員へのサポートを含む）

〇マイ・タイムラインのマイスター認定を受けた
町内の防災士が中心となり、
町内の小学5年生と中学１年生を対象に、
「逃げキッド」を使用した。
「マイ・タイムライン作成講座」を開催

（逃げ遅れゼロに向けた防災教育）
※町防災ハザードマップも活用し、説明

・町内小学 ５年生対象（全６校で実施）
※内３つの学校で親子で参加

・町内中学１年生対象（２校中１校で実施）
※内１校は学校独自で授業開催

・町内フリースペースで開催

来年度以降に実施予定の取組内容

〇防災教育について、より興味・関心をもってもらうため、
講座を受講した児童生徒に、受講者証を作成し、
町防災ハザードマップ、その他災害に役立つ情報等を

二次元コードで周知する予定



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施（教員へのサポートを含む）

〇中学生及び防災士等を対象として、避難所設営体験を実施

39

【具体事例】

那須町

・日時：令和６年１０月２１日

・場所：那須町スポーツセンター メインアリーナ

・参加者：那須中央中学校２学年、防災士、自主防災組織、自治会

・主な内容：テント式トイレ、ワンタッチパーテーション、段ボールパーテーション、段

ボールベッドを作製し、避難所生活を体験

段ボールベッド作製の様子 テント式トイレ作製の様子



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

40

【具体事例】

宇都宮地方気象台

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施（教員へのサポートも含む）

□令和6年度の主な実施状況
・栃木県教育委員会主催の、とちぎ子どもの未来創造大学「体験気象学」

令和6年7月24日鹿沼市、8月1日矢板市、8月23日足利市で開催
・宇都宮市教育委員会主催の、宮っ子チャレンジウィーク「中学生社会体験学習」

令和6年11月26日～28日中学生計5名 宇都宮地方気象台で開催

〇気象庁（気象台）の業務説明や気象実験等実施し、
防災知識の啓発等を実施

とちぎ子どもの未来創造大学の模様 宮っ子チャレンジウィークの模様



○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施

○鹿沼市防災士養成講座の開催

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

【具体事例】

【開催日】 令和７年１月２５・２６日
【概要】 防災に関する正しい知識及び技能を有する者（特定非営利活動法人日本

防災士機構が防災士として認証した者）の資格取得に関し、市が養成講座
を主催し、資格取得試験料について支援を行うことにより、地域防災リーダー
を養成するとともに本市の防災力向上を図る。

鹿沼市防災士養成講座 鹿沼市防災士養成講座_DIG

鹿沼市

41



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

42

【具体事例】

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施

○防災に関する知識の向上を図るために、小学校や自治会等で出前講座
を実施した。

出前講座資料の一部②出前講座資料の一部①

日光市



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

【具体事例】

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施

那須塩原市

○地域住民や学生を対象に、防災ハザードマップの見方・活用法や災害に対する
備え等、防災に関する講話や体験を実施
・令和６年度実施回数 ２０回

43

ハザードマップの見方・活用法講座 避難行動についての講話・HUG



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会の実施

矢板市

【具体事例】 〇出前講座「知っておきたい防災の知識」を活用し、各地区にて防災講話を
実施

44

・ 令和６年 ４月２５日 東町地区の住民向け 参加者 約２０名

※主な講演内容
・ハザードマップの説明
・自主防災組織の紹介
・非常食（アルファ化米）、防災用備品の紹介



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施

さくら市

【具体事例】 〇出前講座等を活用し、各地区にて防災講話を実施

45

〇出前講座等を活用し、各地区にて防災講話を実施
・ 令和６年５月10日 自治会区長 参加者 約60名
・ 令和６年９月９日 喜連川地区の親子 参加者 約10名
・ 令和６年10月24日 さくら清修高校の高校生 参加者 約30名

※主な講話内容
・ハザードマップの説明
・自主防災組織の設立、活動
・避難所用品の体験 等

来年度以降も継続して実施する。



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

46

【具体事例】

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施

○小学校や自治会等の要請により出前講座を実施した。

大田原市

令和６年１０月２９日 県北体育館 １６５名

令和７年２月末までの出前講座件数（参加者） ２４件（７４８人）



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会の実施

市貝町

【具体事例】 〇新たに設立された自主防災組織に対し、 防災に関する講話を実施

47

・新規設立の自主防災組織より依頼を受け、ハザードマップ等を活用し防災講話を
実施した（当該自主防災組織の在る地域は、河川洪水浸水想定区域に隣接）。

・災害時における共助の重要性、地区防災計画、町の自主防災組織に対する補助
金について説明。防災に対する意識向上を図った。

説明資料表紙 説明資料内容（一部抜粋）



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

48

【具体事例】

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施

○防災に関する知識の向上を図るために、小学校や民生委員の会議で出前
講座を実施

小学校での防災講話の様子出前講座資料の一部

芳賀町



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組

出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施

〇出前講座として、防災講話・HUG（避難所運営ゲーム）を実施

49

【具体事例】

那須町

日 時：令和６年１２月１日
場 所：千振公民館
参加者：千振地区在住町民
内 容：防災講話、グループ討議、

アルファ化米（町備蓄）試食

日 時：令和６年１２月１７日
場 所：芦野公民館
参加者：芦野地区在住町民、役場職員
内 容：HUG（避難所運営ゲーム）体験



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会の実施

那珂川町

【具体事例】 〇防災講演会の開催

50

・実施日：令和６年５月26日(日) 参加人数：30名程度
・行政区において県内の防災士を招き、地区防災計画等に基づいた講演を実
施。計画等について、防災士の視点からのアドバイスをいただいた。



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

県政出前講座を通じた防災教育の実施

栃木県

【具体事例】

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施

□防災・減災に関する普及啓発及び理解促進を目的として、防災部局の職員が講師となり
学生や防災士を目指す県民に対して減災・防災についての講座を実施した。

開催日 主催者・開催場所等 参加者数(名)

5月 白鷗大学 198

6月 作新学院大学防災士養成講座 67

7月 宇都宮大学 26

8月 環境学習センター 70

9月 宇都宮大学 31

11月 コリーナ矢板自治公民館 20

11月 小山市防災士養成講座研修 100

12月 作新学院大学防災士養成講座 124

R7年3月（予定）茂木町商工会 20

51



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

○具体的な取組
小中学生を対象とした防災教育の実施

○河川水難事故防止や土砂災害防止のための「出前講座」を実施

52

【具体事例】

栃木県

・台風や大雨が増える夏場を迎えるにあたり、ゲリラ豪雨等で急激に河川が増水す
ることによる水難事故等の発生を防止するため、県内の小中学校へ各土木事務所
職員が出向き、出前講座を実施した。

■実施校（計18校）
令和６年度実施校（18校）

・７月１日（月） 塩谷町立玉生小学校

・７月２日（火） 真岡市立真岡東小学校

・７月３日（水） 日光市立今市第三小学校

・７月３日（水） 壬生町立稲葉小学校

・７月３日（水） 那珂川町立小川小学校

・７月４日（木） 上三川町立明治南小学校

・７月４日（木） 茂木町立茂木小学校

・７月４日（木） 矢板市立矢板小学校

・７月４日（木） 那須塩原市立鍋掛小学校

・７月５日（金） 茂木町立逆川小学校

・７月５日（金） 大田原市立親園小学校

・７月５日（金） 佐野市立あそ野学園義務教育学校

・７月９日（火） 宇都宮市立雀宮東小学校

・７月11日（木） 宇都宮市立上河内東小学校

・７月11日（木） 那須烏山市立江川小学校

・７月12日（金） 足利市立毛野南小学校

・７月16日（火） 鹿沼市立板荷小学校

・７月18日（木） 高根沢町立北小学校
【ライフジャケットの説明・試着】【パワーポイントによる説明】

【川に関するクイズの実施】 【模型による説明】



○出前講座により、土砂災害防止に関する説明を実施

■小中高学生及び教職員を対象とした出前講座を実施
16回 1,439名 (R７．３月末時点)

２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■防災教育や防災知識の普及

日光市

足利市 栃木市

佐野市

鹿沼市

小山市

真岡市

矢板市

那須塩原市

さくら市

那須烏山市

茂木町

市貝町

芳賀町

野木町

塩谷町

高根沢町

那須町

那珂川町

壬生町

下野市

上三川町

大田原市

益子町

宇都宮市

土砂災害警戒区域指定がされた市町

土砂災害警戒区域の指定のない市町

Ｒ６出前講座（実施）
鹿沼市立加蘇中学校

6/28 実施

栃木市立寺尾小学校
6/28 実施

【具体事例】

栃木県

53

○具体的な取組
出前講座等を活用した講習会（啓発活動）の実施



○具体的な取組
自助・共助を目指した自主防災組織の充実

２）ソフト対策の主な取組②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

■共助の仕組みの強化

○自主防災再組織によるＨＵＧ訓練を実施

佐野市

【具体事例】

〇日 時：令和６年７月１４日
〇対象地域：新吉水南町会
〇主な内容：地元の防災士がファシリテーターとなり、自主防災組織を対象と

したＨＵＧ訓練を実施した。
訓練には、約３０名が参加し、ゲームを通じて避難所の課題につ
いて検討した。

ＨＵＧ訓練の様子 54ＨＵＧ訓練の様子



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■共助の仕組みの強化

○具体的な取組
自助、共助を目指した自主防災組織の充実

那須塩原市

【具体事例】 〇防災士養成講座・防災士資格取得試験の実施

自主防災組織の防災士を増やすことで、地域の防災力向上を図る。
・日時 令和７年１２月２１日・２２日
・会場 那須塩原市ハロープラザ（那須塩原市関谷1266-4）
・参加者 ４８名（うち合格者４２名）

55



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■共助の仕組みの強化

○具体的な取組
自助、共助を目指した自主防災組織の充実

さくら市

【具体事例】

56

〇自主防災組織の設立、活動支援補助金

来年度以降も継続して実施する。

・防災資機材等整備補助金
最大50万円、１地区１回限り（補助率100/100）
令和6年度実績：3地区

・自主防災組織運営事業補助金
最大３万円、各年度１回、（補助率100/100）
令和6年実績：13地区



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■共助の仕組みの強化

○具体的な取組

要配慮者利用施設の避難に関する地域の支援体制について検討

〇社会福祉法人職員を対象として、福祉避難所開設訓練を実施

57

【具体事例】

那須町

・日 時：令和６年１１月２０日
・場 所：聖園那須老人ホーム
・参加者：那須町社会福祉法人事業所連絡協議会

に所属する各施設、那須町保健センター、
那須町保健福祉課、那須町総務課

・主な内容：福祉避難所における避難者受付
パーテーション等による避難場所の区
画整理、避難誘導



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難計画の作成・促進等

【具体事例】

○具体的な取組
マイ・タイムラインや防災マップ等の避難の実効性を高める取組の実施

真岡市

○マイ・タイムライン作成講座を実施

58

来年度以降に実施予定の取組内容

防災リーダー養成研修の課程においてマイタイムライン作成講座を実施した。
令和３年１０月１６日 １２名
令和４年１０月１５日 １６名
令和５年１０月２１日 １４名
令和６年１０月１２日 １２名

マイタイムラインリーダーによるマイタイムライン作成講座を実施し、普及を図る。



○水害危険箇所調査の実施

２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
水防団等が参加する洪水・土砂災害に対しリスクが高い区間の共同点検

59

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

【具体事例】

水害発生時における消防局と消防団の連携強化を目的とし，令和６年６月２５日（火），２７日（木）に水害危険箇

所調査を実施した。
水害時の各種活動要領を確認するとともに，土砂災害警戒区域における災害発生を想定し，Ｅメール指令装置に

よる参集の連絡やＭＣＡ無線機を使用した情報伝達訓練を実施したほか，土砂災害警戒区域及び重要水防箇所に
係る現地調査を行った。

訓練シナリオ（一部分）

宇都宮市



２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保のた
めの水防・土砂災害防止活動の取組

■より効果的な水防活動や土砂災害防止活動の実施及び水防体制の強化

〇関係機関と重要水防箇所の合同点検の実施【具体事例】

○具体的な取組
水防団等が参加する洪水・土砂災害に対しリスクが高い区間の共同点検

60

日 時 令和6年5月27日
場 所 県管理河川等
参加者 県（土木事務所）、消防署、消防団、建設業協会、町

日 時 令和6年6月28日
場 所 上平地内鬼怒川左岸
参加者 下館河川事務所、県（土木事務所）、消防署、消防団、町

塩谷町



○県管理河川について、出水期前に関係自治体、消防等と連携し、
重要水防箇所の点検を実施

２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
水防団等が参加する洪水・土砂災害に対しリスクが高い区間の共同点検
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■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

【具体事例】

栃木県

⑥安足土木の点検状況（5/29）

一級河川秋山川（佐野市大橋町）

⑥

⑤栃木土木の点検状況（5/29）

一級河川巴波川（栃木市）

⑤

①

①日光土木の点検状況（5/16）
一級河川古大谷川（日光市倉ヶ崎新田）

②

②鹿沼土木の点検状況（5/22）

一級河川思川（鹿沼市北半田）

④

④烏山土木の点検状況（5/28）

一級河川荒川（那須烏山市小白井）

③

③矢板土木の点検状況（5/23）

一級河川内川（矢板市東泉）
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
関係機関が連携した実働水防訓練・土砂災害防災訓練等の検討・実施

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

【具体事例】

宇都宮市

消防職・団員の水防技術の向上や関係機関との連携強化を図るとともに，市民の水防に対する理解
を深めることを目的とし，令和６年５月１１日（土）に水防訓練を実施した。

６種の水防工法（木流し・シート張り・積土のう，五徳縫い・折り返し・月の輪）を実施し，技術の伝承を
図ったほか，内水氾濫を想定したボートによる救出訓練やプランター等を活用した簡易水防工法など
実践的な訓練を行った。

○水防訓練の実施
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
関係機関が連携した実働水防訓練・土砂災害防災訓練等の検討・実施

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

【具体事例】

栃木市

○栃木市総合防災訓練を実施
■実施日：令和６年１１月３０日（土）
■会 場 ：栃木市大平運動公園

・東日本大震災及び令和元年東日本台風等の教訓等を踏まえ、実践的かつ効
果的な訓練を行い、防災関係機関の連携による災害発生時の様々な被害への応
急対応力や広域的な対応力等を検証するとともに、住民の防災意識の高揚と知識
の向上を図った。

救出・救助訓練 消防による一斉放水訓練



２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保のための水防・土砂災害防災活動の取組

■より効果的な水防活動や土砂災害防止活動の実施及び水防体制の強化
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【具体事例】

○具体的な取組
関係機関が連携した実働水防訓練・土砂災害防災訓練等の検討・実施

○令和６年度小山市水防訓練を実施

小山市

台風などによる本格的な出水期を迎えるにあたり、水防活動の指揮系統の確認及び水
防工法の技術継承を図るとともに、水防関係機関との緊密な連携と地域住民の協力体
制の確保を行い、水防体制に万全を期すことを目的に、水防訓練を実施した。

特に、水防工法訓練（土のうこしらえ）では、地元建設業者による土砂の運搬を行い、そ
の場で土のう作成を行うなど、実災害時における手順等の確認を行った。

【期日】令和６年９月７日（土）

【会場】小山市石ノ上河川広場

【参加者】消防団、自主防災会、防災関係機関・団体など 約250名

土のうを作成する消防団↓小山建設業協同組合による土砂搬入↓
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
関係機関が連携した防災訓練等の検討・実施

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

【具体事例】

那須塩原市

○那須塩原市総合防災訓練を実施
■実施日：令和６年１２月７日（土）
■会 場 ：塩原公民館

・実際の災害を想定した訓練を行い、防災関係機関相互の緊密な協力体制の確
立と災害応急対策の検証・確認を実施するとともに、住民の防災意識の高揚を
図った。
参加人数：約１００名

避難所開設・運営訓練、生活体験 消防車を使った放水体験
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２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

○具体的な取組
関係機関が連携した実働水防訓練・土砂災害防災訓練等の検討・実施

■より効果的な水防活動や土砂災害止活動の実施及び水防体制の強化

【具体事例】

那須烏山市

○南那須地区総合水防訓練を実施
■実施日：令和６年７月７日（日）
■会場：那須烏山市緑地運動公園
■参加機関：那須烏山市、那珂川町、国土交通省常陸河川国道事務所那珂川上流出
張所、栃木県烏山土木事務所、那須烏山警察署、那珂川警察署、南那須地区広域行
政事務組合消防本部、那須烏山消防署、那珂川消防署、那須烏山市消防団、那珂川
町消防団、栃木県建設業協会烏山支部、栃木県消防防災課消防防災航空隊
■実施内容：放水訓練、偵察訓練、広報訓練、避難誘導訓練、本部設置訓練、現場復
旧訓練、救護所設置等訓練、救命訓練、ヘリによる救出・救助訓練、ヘリによる偵察訓
練、啓発活動

本部設置訓練 現場復旧訓練



２）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■より効果的な水防活動や土砂災害防止活動の実施及び水防体制の強化

○具体的な取組

関係機関が連携した実働水防訓練・土砂災害防災訓練等の検討・実施

〇消防団・防災士等が参加する水防訓練の実施
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【具体事例】

那須町

・日 時：令和６年５月１９日
・場 所：那須町余笹川ふれあい公園
・参 加 者 ：消防団、婦人防火クラブ、建設業安全協議会、防災士、自主防災組織
・主な内容：土嚢作成、積み土嚢工法訓練、結索訓練、心肺蘇生法訓練、応急搬送訓練、

排水活動訓練、水防倉庫確認、炊き出し訓練を実施

結索訓練の様子 積み土嚢工法訓練の様子



２）ソフト対策の主な取組 ②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保のための水防・土砂災害防災活動の取組

■より効果的な水防活動や土砂災害防止活動の実施及び水防体制の強化
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【具体事例】

○具体的な取組
排水ポンプ車操作訓練の実施

○排水ポンプ車実働訓練を実施

小山市

・間中地内 西清水川排水路にて、排水要領及び資機材の取扱いの確認。排水ポンプを
水路に設定し排水作業を実施する。

設定状況 排水作業



■より効果的な水防活動や土砂災害防止活動の実施及び水防体制の強化

○具体的な取組
排水ポンプ車操作訓練の実施
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【具体事例】

栃木県

２）ソフト対策の主な取組②洪水氾濫や土砂災害による被害の軽減、避難時間確保の
ための水防・土砂災害防止活動の取組

・災害発生時に迅速かつ的確な排水作業を行う目的で、栃木県排水ポンプ車
の操作研修を兼ねた訓練を、栃木県建設業協会等と連携し実施した。

今後も、毎年出水期前に訓練を実施する。

○排水ポンプ車操作訓練を実施

【排水ポンプ車全景】 【排水操作訓練実施状況】



○「県民への流域治水の普及啓発」をテーマに、小学生向けの学習教材を作成

【具体事例】

流域治水の普及啓発に係る学習教材の作成

■小学生向けの学習教材を作成

【流域治水に関する講座の様子】

【教材（カードゲーム）を実際に使用する様子】

■宇都宮大学と連携し、大学のカリキュラムである「地域プロジェクト演習」の一環として、「県民への流域治水の普及啓発」を
テーマに、小学生向けの学習教材を作成した。

■令和６年11月、同大学附属小学校の５年生に対し、社会科の授業の一環として、教材を活用した出前講座を実施した。また、
講座の実施前後でアンケート調査を行い、小学生の流域治水に対する理解度の変化を確認した。

■今後も、出前講座等により、本教材を活用しながら、流域治水の自分事化を図る。

【流域治水に関する小学生の理解度】
（事前アンケート）

流域治水という言葉を知っていますか（図１）
・知らない 49％
・聞いたことはあるが意味は知らない 40％
・聞いたことがあり意味も分かる 11％

（事後アンケート）
授業を通して流域治水について学べましたか（図２）
・よく分からなかった ３％
・言葉だけは覚えた 23％
・意味を理解することができた 74％

図１ 図２

【出前講座に出席した小学生の感想】
・流域治水について理解ができ、ゲームとして学

べたので楽しかった。
・勉強のゲームなのに、楽しく学べた。
・家族でやったら流域治水のことを知りながら、

楽しく遊べそう。 等
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栃木県
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